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※申込書は当協会HPにてダウンロード願います。 http://soyaareafootballassociation.jp/

後 援

開催 趣旨

開 催 日

会 場
参加 要件

競技 方法

公益財団法人　北海道サッカー協会
宗谷地区サッカー協会

申 込 先

そ の 他

開閉 会式

ｵ ﾌ ｻ ｲ ﾄ ﾞ 採用するが、小学生や未経験者はある程度免除する（試合担当の審判
に委ねる）

ゴ ー ル

ボ ー ル

締切日　平成29年6月17日（土）午後5時まで

開 会 式

主 催
主 管

試合 時間

8人制とする（1チーム15名以内の登録）
④～⑨とし、その他は特別ルールを採用する。
少年団コートとする。
20分（前後半10分・ハーフタイム3分、延長なし）

「競技規則2016/2017」に則り、宗谷地区サッカー協会が定めた特
別ルールを採用する。

競技 者数
競技 方法
ﾋﾟｯﾁｻｲｽﾞ

競 技 規則

公益財団法人　日本サッカー協会・宗谷教育局・宗谷総合振興局・稚内市教育委員会
稚内市体育協会・稚内サッカー協会
2002FIFAワールドカップTM記念事業とし、長年行ってきました。昨年度より記念事
業としては役目を終わりこれからは地域の助成サッカー普及促進を主目的とし、女性が
親しみやすいサッカー環境を整備・提供及びプレーの機会創出に努め、女子サッカー全
体の発展へと繋げる。

宗谷地区サッカー協会の統括管内に居住する女性であること。
小学生以上の女性（低学年含む）を対象とし個人/チームを基本とするものの、その
他の女性及びその家族・友人の参加も可能とする。
中学生以上の経験者をオープンリーグ。お母さんチーム及び小学生チームはU-12
リーグとして2つのリーグに分ける（高校生の未経験者はオープンリーグとする

平成29年6月25日（日）10:00開始
平成29年6月25日（日）9:30予定
（開会式終了後、チーム写真を順次とります）
稚内市富士見球技場

宗谷地区サッカー協会　フェスティバル担当　本山哲司

中学生以上（5号球）小学生以下（4号球）とする。中学生以上と小学
生が対戦する場合は小学生（4号球）で対戦する。

傷害保険は各自でご加入願います（当協会は応急処置のみ行います）
会場への行き帰りは、交通事故防止に努めてください。
会場の施設や備品を破損した場合、原状回復の費用は各自の負担といたします（競技
中に必然的に破損した場合は別とします）
参加者全員居参加賞をお渡しいたします。

JFAレディース/ガールズ　サッカーフェスティバル2017　北海道inてっぺん稚内

開　催　要　項（案）

開会式は上記のとおり9:30からを予定し、閉会式は全日程終了後、大会本部前にて行い
ます。

090-8635-7341
soya-fa.2007@earth.ocn.ne,jp

レガースは各自でご用意するか、協会貸代用を使用する。使用する際はサッカーソッ
クス又はハイソックスの着用をお勧めします。
シューズは芝生に適したシューズを履くようお勧めします（野球のスパイクは怪我を
させる恐れがあるため不可とします）
ユニフォームを着用する必要はありませんが、チームユニフォームを借りる、Ｔシャ
ツを統一するなど自由です。揃えれない場合や色が同じ場合は、協会よりビブスを貸
出しいたします。
参加賞として飲料水（水）をお渡しいたしますが、天候によっては水が足りなくなる
場合がありますので、個人でも用意する必要があると思います。また、富士見球技場
は糖分の入った飲料水は飲むことが出来ませんので、個人で用意する場合は水飲みを
ご用意願います。

携帯電話　
E-mail　

少年団用ゴールを使用。
PK 戦 参加全チームよるPKトーナメントを行います。両チーム5名づつで行

い、同点の場合はサドンデス方式で勝敗を決定する。
小学生が蹴る場合は、4号球を使用し8人制コートのPKの位置から行
うが、4年生以下は学年により4ｍ・3ｍ・2ｍ・1ｍとする。中学生
以上が蹴る場合は、9.15ｍ離れた場所から行う。
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